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含まれていた。これは「インター グループワ クー」（intergroup work）と呼ばれる技術であった 3）。
　この「インター グループワ クー」は，1947 年の全米ソーシャルワ クー会議においてニューステッター
























































































































































































































































































































































































携をするという必要性が生じることになる。かつて，ニューステッター はインター グループワ クーをCO


















グループワ クー理論に学ぶ点がある。インター グループワ クーを実施するソーシャルワ カーーの役割
として，団体役員相互の関係をよく理解していること，各種団体間によい相互関係が発達するよう
















味でのコーディネ トー業務に特化した専門職の養成ではなく，総合力を持ったソーシャルワ カー をー
養成し，その活躍を推進していかなければならない。
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